


 

浄土教の種々相 

冨島義幸氏著『平等院鳳凰堂：現世と浄土のあいだ』 

（吉川弘文館、2010 年刊） 

 

世界遺産・宇治平等院。平等院庭園、鳳凰堂内の阿弥陀如来像

・雲中供養菩薩像等、一連の境内整備事業とそれに付随した調

査に伴う、平等院鳳凰堂をめぐる近年の研究成果の進展はめざ

ましいものがある。中でも、冨島義幸氏著『平等院鳳凰堂』

(請求記号:186.1-To57)は、冨島氏が本来のフィールドとする

美術史的・建築史的視点にとどまらず、広く史学や仏教学等、

周辺諸学の研究成果をも取り込んだもので、今後、平等院鳳凰

堂を考察するにあたっては必読の論考といえよう。 

冨島氏によれば、鳳凰堂の内部は、従来指摘されてきた鳳凰堂

壁扉に描かれた九品往生の絵画表現に加えて、仏後壁前面図と

共に本尊阿弥陀如来像および雲中供養菩薩像とをあわせて、立

体的に中品下生の阿弥陀仏来迎の世界を構成しており、それに

よって九品往生全体が現出することとなるとし、さらに、鳳凰

堂の空間全体は、密教修法の一つである阿弥陀法の本尊である

阿弥陀曼陀羅を表現していると捉え、鳳凰堂を含む平等院全体

を「リアリティをもって極楽浄土の観想、阿弥陀の来迎、そし

て極楽浄土での化生という、極楽往生のプロセスを疑似体験す

る場であった」（同書 179 頁）と結論づけている。 



 

「浄土三部経」の世界観を究極とする法然上人の浄土宗立教開

宗以前の浄土教の様相を学ぶためにもお勧めの書である。 
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